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      こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。９月上旬に「日本ハムファイター 

      ズ球団」のビジネスモデルを学びに、北海道へ行って参りました。 

      ２００４年に「日本ハムファイターズ」が北海道へ移ってきて１５年、 

      今ではすっかり地域に根差して、球団とファンと選手が三位一体と 

      なって、地域経済の活性化や社会の貢献に繋げています。選手によ

るファンサービスは、道外へは基本的には出ません。定期的に行われるチャリティー

イベントも道内の福祉施設や学校で行われます。この徹底した「北海道」限定のイ

ベントと選手によるファンサービスによって、今ではすっかり道民に「愛される球団」

になっています。その根底にある考えは「スポーツ コミュニティー：スポーツと生活

が近くにある社会づくりの実現」です。「地域密着型」の企業理念をもつ「北海道

日本ハムファイターズ」が、今進めている２０２３年完成予定の「北海道ボール

パーク」は、まさにその思いを形にした次世代の野球場「ライブエンターテイメント」

として球団、地域、ファンと三位一体になって計画が進められております。この開放

型ドームの魅力は、直射日光が入ることで、天然芝が使えます。おもい切ったプ

レーがし易くなるメリットがあります。球団は選手のことを思いやり、選手はファンの

ことを思いやる「素敵なトライアングル」が北海道にありました。それをそっくり持ち

帰ると「会社」は「社員」の事を思いやり「社員」は「お客様」を思いやるサービ

スが出来ると、きっと「お客様」に満足していただけることでしょう！セミナーの最後

は、土曜日のデイゲームの観戦でした。「ファイターズVSオリックス」パリーグの5位、

6位の最下位争いの戦いでしたが、球場は42,000人の満員御礼でした。しかも球場

は、ピンクの応援ユニホームを着た老若男女のファイターズファンで埋め尽くされて

いました。特に驚いたことは、年配の女性ファンがとても多かったことです。優しい声

援を選手に贈っている姿も印象的でした。私が子供頃の中日球場では、生ビール

片手に「やじを飛ばしているおっさん」の姿をよく見ましたが、札幌ドームでは皆無

のようでした。むしろ、ピンチの時に「励ましの声援」を贈って、「がんばって～」と

拍手しているファンの姿にも好感がもてました。野球観戦の視聴率が下がって、産

業が衰退している今日、「北海道日本ハムファイターズ」の取り組みはとても学び

が多く、「熱い球団」でした。 

 




